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総
務
文
教
常
任
委
員
会 

産
業
福
祉
常
任
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

議
会
広
報
特
別
委
員
会 

道内行政視察 
産業福祉常任委員会 

常任委員会・特別委員会 
各委員会は議会の閉会中も委員会を開催し、所管事務について協議しています。 

委員会活動 

産
業
福
祉
常
任
委
員
会 

町 長 行 政 報 告  
報
告
さ
れ
た
主
な
事
項

■
防
災
研
修
　
■
認
定
こ
ど

も
園
新
園
長
就
任
　
■
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
再
販
売

■
台
風
23
号
　
■
町
民
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
改
修
要
請
　
■
福

祉
灯
油
　
■
国
営
農
地
再
編

整
備
事
業
　
■
道
道
津
別
陸

別
線
の
携
帯
電
話
不
感
地
帯

の
解
消
　
■
津
別
町
創
生
総

合
戦
略
　
■
船
橋
・
津
別
青

少
年
交
流
協
会
設
立
10
周
年

記
念
事
業
に
係
る
交
換
植
樹

■
新
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
事

業
等
の
継
続
と
拡
充
の
要
望

■
北
海
道
社
会
貢
献
賞
の
受

賞
　
■
津
別
町
総
合
教
育
会

議
　
■
二
水
郷
と
の
中
学
生

相
互
交
流
に
向
け
た
行
政
視

察
　
■
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
市
町
村
応
援
大

使
　
■
津
別
消
防
団
100
年
記

念
事
業
　
■
地
域
お
こ
し
協

力
隊
　
■
ふ
る
さ
と
納
税

■
丸
玉
産
業
株
式
会
社
か
ら

の
寄
附
　
■
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
　
■
自
衛
官
等
の
募
集

業
務
　
■
農
業
機
械
の
大
型

化
に
対
す
る
町
道
及
び
林
道

の
整
備
　
■
北
海
道
地
域
住

宅
協
議
会
公
的
賃
貸
住
宅
団

地
表
彰（
北
の
地
域
住
宅
賞
）

※
ほ
か
３
事
項

第
８
回
定
例
会

（
12
月
17
日
）

８
月
26
日
〜
28
日

幕
別
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
南
幌
町
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
、
長
沼
町
食

の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
旭

川
市
林
産
試
験
場
の
４
カ

所
の
行
政
視
察
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

幕
別
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

総
合
施
設
と
し
て
、
各
種

保
健
・
検
診
事
業
な
ど
を

実
施
。
認
定
心
理
士
や
保

育
士
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
よ
る
発
達
支
援
、
相

談
業
務
も
行
い
、
ま
た
、

施
設
内
に
は
社
会
福
祉
協

議
会
が
入
り
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
食
事
提
供
や
子
ど

も
の
料
理
教
室
な
ど
各
種

事
業
連
携
を
行
っ
て
お

り
、
福
祉
活
動
の
拠
点
と

し
て
町
民
の
総
意
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
る

と
感
じ
た
。

南
幌
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

施
設
内
は
、
担
当
部
署

と
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

が
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
に
あ
り
、
検
診

や
各
種
相
談
な
ど
気
軽
に
利
用
で

き
、
福
祉
事
業
の
情
報
共
有
の
面

で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
施
設
内

に
検
診
車
が
入
り
受
診
で
き
る
施

設
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
陶
芸
室
、

調
理
実
習
室
、
公
衆
浴
場
も
備
え

る
複
合
施
設
で
、
高
齢
者
か
ら
乳

幼
児
ま
で
幅
広
く
利
用
で
き
る
町

民
生
き
が
い
づ
く
り
の
拠
点
と
な

っ
て
い
る
。

長
沼
町
食
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

地
元
農
作
物
と
食
の
価
値
を
高

め
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
「
食
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

推
進
室
」
を
設
け
て
専
任
職
員
を

配
置
。
消
費
拡
大
と
販
売
促
進
用

の
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
、
専

門
機
関
と
連
携
し
た
食
品
加
工
技

術
や
表
示
制
度
の
相
談
、
地
産
地

消
推
進
店
を
認
定
し
、
資
材
提
供

や
情
報
発
信
の
手
助
け
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
に
事
業
展
開
し
て
い

る
。

第
７
回
（
10
月
22
日
）

・
ご
み
収
集
日
の
変
更
に
つ
い
て

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
道
内
行

政
視
察
に
つ
い
て

第
８
回
（
11
月
12
日
）

・
町
内
視
察
結
果
に
つ
い
て

第
９
回
（
12
月
３
日
）

・
二
水
郷
行
政
視
察
結
果
に
基
づ

く
中
学
生
相
互
交
流
実
施
方
針

（
案
）
に
つ
い
て
　

・
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て
　

（
旧
活
汲
小
学
校
校
舎
）

・
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
・
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

第
７
回
（
11
月
12
日
）

・
町
内
視
察
結
果
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

第
８
回
（
12
月
４
日
）

・
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
に
つ

い
て

・
起
業
等
振
興
促
進
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

・
新
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
条
例
の
　

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委

員
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

第
10
回
（
12
月
11
日
）

・
第
８
回
津
別
町
議
会
定
例
会
の
　

運
営
に
つ
い
て

・
意
見
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
　

て
・
会
議
規
則
、
傍
聴
規
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

第
15
回
（
１
月
14
日
）

・
議
会
報
157
号
の
編
集
に
つ
い
て

広く開放的な１階ホール



議会日誌  

15
7

○二水郷行政視察結果に基づく中学生相互交流 
　実施方針（案）について 
　12月３日に開催された第９回の総務文教常任委
員会において、総務課より11月13日から17日にか
けて二水郷との中学生相互交流の打ち合わせを兼
ねて行った行政視察の報告があり、具体的な実施
方針の内容説明を受けました。　 
　順調に進めば平成28年の夏に二水郷の教育関係
者が津別町を訪れ、最終的な視察・打合せを行い、
平成29年１月に、津別町から第１回目の生徒を送
り出す予定であり、参加生徒数は４～６名、行程
は４泊５日、対象学年は１・２年生、交流のメニ
ューは、言葉の障壁がない数学、音楽、体育等の
授業への参加、史跡名所等の訪問、産業施設見学
等を行うという説明に対し、委員（議員）側から、
「保護者に対しての説明会を開き、理解を得るべ
きだ」「せっかく交流するのだから、もう少し人
数は増やせないのか」「日程は、きつくないのか」
「移動に日にちを取られるので、もう少し日程を
増やしてはどうか」「経済的な負担はどうなるのか」
などの意見が出され、総務課から、「今後、学校
現場で、生徒、教職員、保護者にどのように伝え
理解を得ていくか協議したい」「人数を増やすた
めには、通訳の確保が必要」「日程について、現
段階ではこのような形で一歩踏み込ませてほしい」
「旅費は訪問する自治体が負担、滞在費用は受け
入れ自治体の負担」 
といった答弁があり 
ました。全議員によ 
る共通理解とするた 
めに、全員協議会を 
開催し、説明を受け 
ることになりました。 
 

■子どもの医療費無料化と国民健康保険財政調整
交付金削減のペナルティ廃止を求める意見書 
■ＴＰＰ「合意」内容の徹底した情報公開と検証
を求める意見書 台湾二水郷の彰化県立二水国民中学校 

関係行政庁へ 
提出しました 

総務文教常任委員会協議内容 

昨
今
、
地
方
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
す
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本

町
も
少
子
高
齢
化
と
共
に
、

年
々
人
口
減
少
が
目
立
っ
て
き

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え

に
お
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
十
分
踏
ま
え
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
事
な
こ
と
だ
と
強
く
思
う

と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
議

会
と
し
て
も
長
期
総
合
計
画
や
行

政
改
革
に
積
極
的
に
携
わ
り
、
で

き
る
だ
け
町
づ
く
り
に
知
恵
を
絞

り
、
各
政
策
の
審
議
を
行
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
だ
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
は
、

行
政
と
議
会
が
町
の
全
て
に
お
い

て
、
危
機
感
を
持
ち
進
め
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
議
会
に
課
せ
ら

れ
た
重
責
を
よ
り
認
識
し
、
議
会

改
革
を
進
め
な
が
ら
こ
の
町
が
未

来
永
劫
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
お

い
て
は
議
会
に
対
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
白
馬
）
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